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バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ の 円成実性批判

大 　谷　光　義

1． は じめ に

　イ ン ド中 期 大乗 仏 教 に お け る 中観 派 の 思想家バ ー
ヴ ィ ヴ ェ

ー カ （Bhaviveka，

Bhavya ，清弁，　 ca，490−570）は ，
　 MHK ，

　 PP
， 及び Dzh に お い て 瑜伽 行派 を批判 した

こ とで 知 られて い る が， い ずれ の 著作にお い て も批判の 中心 は三 性説 に向け られ

た もの で ある ， そ の 中で も依他起性批判 が主 要 な位置 を占め て い る こ とは，依他

起性 を遍計所執性 ， 円成実性の 基体 とす るー性説の 基本構造か ら見 て 当然で あろ

うが，筆者は円成実性批判 の 重要性も見逃せ ない と考える 。 なぜ な ら
，

そ こ に は

瑜伽行派 に お け る勝義で あ る 円成 実性が 中観派の 観点か らど の よ うに とらえ られ

る の か ， す なわ ち中観派 と瑜伽行派の 勝義 ， 空性に 関する思想 の 相違 点が端的 に

示 されて い る と考 え られ るか らで あ る．

　本稿 の 目的は ， MHK 　ch ．5 にお け る 円成実性批判 を中心 に ，　 PP の 記述 と も比 較

参照 しつ つ ，バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ の 瑜伽行派批 判 の 意義 を考察 し，彼 自身の 勝義観

にお ける 問題点を抽出す る こ と に ある．

2． MHK における円成実性批判 と無分別知

2．1． 円成実性の 無分別性 と不可言説性 に対する批判

　 まず円成実性批判の 冒頭 で は ， 「虚空」（aka≦a）に よ る 円成実性 の 無分別性 の 譬

喩が批判 され る．

　無分別の 事物が虚空 と等 しい （akaSasarnata） とい うの は正 し くない ．様々 な想 （samj 　fia，

　概念）に よる分別 （vikalpa）が空 問 （avakfi≦a）を区分 （prabhedana）するか らで ある．（k．

　 85）

　瑜伽行 派にお い て 「虚空」は，清浄，不 変異，
一 味 ・一

相 （無分別）で あ る円成

実性 の譬 え と して 用 い られ るが ， 勝 義 とはそ もそ も認識の 対象で は あ り得ず， 従 っ

て 虚空の よ うに 分別 をもっ て 区分す る こ とを容認する ようなもの に譬えられ るべ
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きで は ない とい う，
バ ー

ヴ ィ ヴ ェ
ー カ の 基本姿勢が こ こで 示され る．

　さ らに， 円成実性は言語表現 され得 ない ， との 瑜伽行派の 主 張 も批判 される ．

生 じた もの に つ い て言語表現 され得 ない とい うこ と （anabhilapyarVa ）は な い ． 〔そ の 〕否

定が 以前に示 されたか ら．言語表現 されな い と して も，世俗 （samvrti）にお い て真実 〔で

ある と〕の 混乱 （tattvavibhrama）が ある，（k．86）

　中観派に とっ て ，勝義が 言語表現 され得 ない とは，勝義に お ける所取 ・能取 の

無 を示 す こ とに尽 きる の で あ り， 瑜伽行派 の よ うに，所取 ・能取 の 無 を認識対象

とす る な ら，す なわち 「無の 有」 を認め るな ら， それは 「生 じた もの 」，
つ まり縁

起性の もの で あ り， 言語表現 され得ない とい うこ とはない ， と言 う．

　円成実性批判の 導入部分で ある こ れ ら 2 偈で 示 されて い る の は
，

一
つ は 瑜伽行

派が 「無の 有」 とする 認識対象 と して の 勝義 で あ り，
い ま一

つ はそ れ を認 識 す る

認識主体 と して の 無分別知 （勝義にお け る知）で ある．本段は円成実性の 二 つ の あ

り方 を提示 した上 で ， それ を批判す るバ ー
ヴ ィ ヴ ェ

ー カの 立場を明 らか にす る も

の と考えられ る．

2．2． 無分別知が 認識対象をもつ な ら
一

刹那 の 智 と矛盾す る こ と

　k 　87 以降で は
， 瑜伽行派 の 無分別知が勝義たる円成実性 を概念的に対象化 して

と らえる もの で あ る こ と， お よびその 無分 別知が 実在す る との 主張 が主 と して 批

判 され ，k．93 で は，瑜伽行派の 主 張 に 従 えば 自在者 （svayatpbhU ，如来）の 智 が
一

刹那 をもつ こ とに矛盾す る 点が， 瑜伽行派 の 自己認識理論 を批判す る こ とに よ っ

て 示 され る．

刀の 刃 （asidhdra ）の よ うに，知が 自分 自身に 生 じる こ とは不可能で あるか ら，そ して 自

己認識 （svasarXlvitti ）は 否定 され る か ら，
一
切智者性 （sarvajfiata ）は

一
時に は あ り得 な い

で あ ろ う， （k．93）

　バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ に よれ ば ， 「無 の 有」 を認識対象 とす る 瑜伽行派 の 無分別知

は， 認識主体た る 識が 認識対象た る識 （形象） を認識 し， さ らに 第 3 の 識 が そ の

認識を認識する とい う，
い わゆ る 自己認識 （svasamvedana ，

　svasamvitti ）における第 3

の 識に 等 しい ．前者 の 認識 と後者の 認識 とが 同時 に 生 じる こ とは ない か ら， 彼 ら

の 無分別知 を認め る な ら「如 来の 智 は一 時に一 切所知 を知 る」こ とは不成立 で ある．

2．3． 無分別知 と は どの よ うな もの か ？

　円成実性批判 の 終盤で
， 無分別知 に つ い て の バ ー

ヴ ィ ヴ ェ
ー カ 自身の 理解が述

べ られ る，
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それ （出世間の 知 （lokottaramati）） は無分別 （nirvikalpa ），無所縁 （niralamba ），また無

相 （nirnimitta ）で ある，それ （の 知〉に よ っ て ，自己 と他者の 法性 （sviinya −dha  a釦 に

つ い て 同時 に，覚知の ない あ り方で 平等 に 覚知 され る （abodha −samata −bodha）か らで あ

る ，（k．102）

　出世 間の 知 は， 諸法 が不生 で あ り実体が ない こ とを知 る こ とに よ っ て 一 切 の 分

別 を離n’
て お り，

一切 諸法 を認識せ ず，対象を 〔因〕相 （nimitta ）として と らえな

い と言 う． こ こ で は ， 瑜伽行派が 無 の 有 を所縁 とす る 知 を無分 別 知 とす る の に対

し， 無分別の 知 は所縁 をもた ない はずで ある， との バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カの 従前か ら

の 主 張が，改 めて まとめ られ て い る と考え られ る，

3． 結語 （バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ の 円成実性批判 におけ る問題点）

　以 上 ， MHK にお け るバ ー
ヴ ィ ヴ ェ

ー カ の 円成実性批判 の 中心 は， 実 は瑜伽行

派が勝 義とす る 「無の 有」 とい うよ りも， それ を認識す る無分別知に ある こ とが

確認で きた．

　 とこ ろ で
， 批判 の 矛先 を向け られ た こ の 無分 別知 を巡 るバ ー

ヴ ィ ヴ ェ
ー カ 自身

の 立場 につ い て は以下 の よ うな疑問が残 る．

　 よ く知 られ て い る よ うに ， 中観派の 根 本思想 の
一 つ で ある二 諦説 を示 す MMK

ch．24，
　k．8 に関す る PP の 註釈 にお い て ，バ ー ヴ ィ ヴ ェ

ー カが そ の 主張命題 に用い

る 「勝義 にお い て 」（paramErthatah，
　d・n 　dam　par（na ）） とい う限 定づ けにお け る 「勝義」

（paramanha ，　d。n　da皿 pa） とい う複合語 に 対 し， 3 通 りの 解釈が 与え られ て い る． 同

様の 記述 は MHK の 自註 と言われる TJ におけ る MHK 　ch ．　3
，
　k．　26 の 註釈 に も見 ら

れ るが ，両 著作 と も，第 1の 解釈 は義 （対象）で もあ り勝 れた もの で もある （paramo

’
rthab） こ と （k  adh 互raya に よる解釈）， 第 2 の 解釈 は勝 れ た もの の 義 （paramasya

arthab）， すなわ ち勝れ た 分別的思惟 を超 えた知 （nirvikalpajfiana ， 無分別知）の 義 （対

象）で ある こ と （tatPurusaに よる解釈）とする ． 第 3 の 解釈 に は異 同が あ り，　 PP は ，

  そ れ （一勝義）を対境 とす る無 分 別 知 （bahuvrihiに よ る解釈 1），   無生 起等 の 説

示 ， 及 び聞思修か ら生 じる般若 （bahuv・thiに よる解釈 2） と し，

一 方 TJ は，勝義を

理解する こ とに随順す る般若 （bahuvrihiに よる解釈） とす るが ，
こ こ で 問題 となる

の は， 第 1， 第 2 の 解釈 にお い て
，

バ ー ヴィ ヴ ェ
ー カが 知の 対象 と しての 勝義 を

積極的 に認め て い る点で ある．前述の 通 り， PP　ch ．25 ， 及び MHK 　ch ．5 にお い て ，

彼は瑜伽行派 の 無分別知は 認識対象 を もつ が ゆ えに無分別 で はあ り得 ない と し，

そ の よ うな知の 対象たる瑜伽行派の 勝義 す なわ ち円成実性 を批判 して い る ， そ
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れ に もか か わ らず ，
こ こ で は ま さ にそ の 瑜伽 行派 と同 じ く勝 義を無分別知 の 対象

と して い るの で ある．

　山口 ［（1941）1975］が指摘 する ように， MHK ・ch ．・5 における瑜伽行派の 「無の

有⊥ 及び無分別知に対する批判が，絶対否定の 空性 を標榜 する中観派か らt 入無

相方便道に示 され る修道論 （方便唯識説）を思想 の根幹 に置 く瑜伽行派 に向け られ

た もの で あ るこ とは明 らかで あろ う． しか し
一

方，PP　ch ，24
，
　TJ・ch ．　3 におけ るバ ー

ヴ ィ ヴ ェ
ー カの 勝義理解が 示す もの は， まさに勝義に 向か う修行 の 階梯で あ り，

その 重要性 に ほ かな らない ．

　 こ の 思想 的矛盾 は ， 中観派が独 自の 修道論 を持 た なか っ たが ゆ え に， 修行 を重

視す る瑜伽行派 の 思 想 を彼が PP　ch ．24
，
　TJ　ch ．3 に おい て 意図的に取 り入 れた こ と

に 起 因 する の で は な い か と も推測 され 得 るが ， こ の 問題 につ い て は ，
バ ー

ヴ ィ

ヴ ェ
ー カ以 降の 中観自立 派， 及 びチベ ッ ト仏教 に お ける勝義観 の 問題 を含め

， 今

後 さらに検討 を進めた い と考える．

〈略号表＞

MHK 　 Madhyamahahrdayaktiriha
−
．

MMK 　Mtilamadhyamakakarika ．

PP　 P吻 月ゆrロゆ o ←瞬 1α〃昭 幽yα襯 加 一vrttij．

TJ　　TarkOjvjla
’
（−madhyamakahrd のyavrttij．

Dzh 　 『大乗掌珍論』 （大正新脩大蔵経 第 30 巻 中観部全 ・瑜伽部 上 ）．
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